
令和 2年度移植医療対策関係概算要求の概要が厚生労働省移植医療対策推進室より示されました。 

「造血幹細胞移植対策の推進」の総額は 25 億 1,000 万円となっています。骨髄バンクの運営費であ

る「骨髄移植対策事業費」は 5 億 800 万円で、前年度より 4,600 万円の増額となりました。「ショー

トメールメッセージによる住所不明登録者への対応」「職場や家庭等における骨髄提供の理解促進

策」「若年層を中心としたドナー確保対策」等が取り上げられています。 
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10 月は骨髄バンク推進月間 

 

■8月年代別ドナー登録者数(現在数) 
10代      5,570人 
20代   80,048人 
30代     139,207人 
40代     221,985人 
50代     74,317人 

■8月の 20歳未満の登録者 208人 

2019 年 9月 13 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

 7月 8月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 4,090 3,668 521,127 802,679 

患者登録者数 279 255 1,984 57,407 

移 植 例 数 119 107 － 23,540 

 

10月は骨髄バンク推進月間です。広く一般の皆さまに骨髄・末梢血幹細胞移植に対する正しい理解

を持っていただき、ひとりでも多くの方にドナー登録いただけるよう、積極的にPRを実施します。 

地方自治体や地区ボランティアなど関係者の協力を得て、全国各地でドナー登録会等の骨髄バンク

推進キャンペーン行事が行われます。 

なお、今年度の広報資材は、骨髄バンクのイメージキャラクター（ディック・ブルーナのイラス

ト）をデザインしたオレンジ色のポスターを中心に展開しています。各種広報資材をご希望の場合

は、広報渉外部（TEL 03-5280-8111）までお問い合わせください。 

２ 

 

消費税率改正に伴う患者負担金（検査料）の改定について 

■8月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／1,097人、献血併行型集団登録会／2,466人、集団登録会／29人、その他／76人 

■8月末までの末梢血幹細胞移植(PBSCT)累計数：795件          注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 
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令和 2 年度予算の概算要求について 

1 

日本骨髄バンクの現状（2019 年 8 月末現在） 

 

2019年10月1日から消費税率が8％から10％に改定されることに伴い、10月2日請求書発行分から検

査料を改定します。対象となるのは、HLAオプション検査料、患者HLA確認検査再検査料、 DNA抽出

料（いずれも必要時）です。一般血液検査(ドナースクリーニング検査)料、ドナー確認検査手数

料、最終同意等調整料、ドナー団体障害保険料、採取・フォローアップ調整料は変更ありません。 

なお、患者HLA確認検査料はこれまでどおり当法人が負担します。詳細はホームページをご確認く

ださい。 

◇HOME ＞ 患者さんへ ＞ 骨髄バンク利用料金 ＞ 患者負担金 



 

  

 

 

  

新たに 11 の市と町で「骨髄バンクを通じて骨髄または末梢血幹細胞を提供したドナーのための助

成制度」が導入されています。全国で 580市区町村になります。 

助成制度の内容は各自治体によって異なりますので直接お問い合わせください。ホームページに

ドナー助成制度の問い合わせ先一覧を掲載しています。 

◇HOME ＞ ドナー登録されている方へ ＞ 骨髄・末梢血幹細胞の提供までの流れ  

＞ 提供ドナー助成制度を導入している地方自治体・民間団体 

■新たに導入が確認された自治体  

 〇稲沢市、清須市、高浜市、津島市、東海市、豊明市（愛知県） 

〇塩谷町（栃木県） 〇上松町、池田町、駒ヶ根市（長野県） 〇世羅町（広島県） 

 

  〇世羅町（広島県） 

4 「ドナー休暇制度」の導入、442 企業・団体に 

働きながらドナーになる方にとって提供しやすい環境作りのため、当法人では全国の企業・団体

等に向けて「ドナー休暇制度」の導入を推進しています。導入を確認しているのは 442 企業・団体

です（9月 4日現在）。ホームページにドナー休暇制度の導入情報一覧を公開しています。ご関心の

ある企業・団体へは当法人の専門職員を派遣して導入に向けたご説明をします。これからも「ド

ナー休暇制度」の導入をいっそう推進してまいります。 
 

◇HOME ＞ 募金ご協力のお願い ＞ 企業・団体による支援 ＞ ドナー休暇制度導入企業 

◇お問い合わせ先：広報渉外部・ドナー休暇制度導入担当 TEL 03-5280-8111 

下記の施設が新たに非血縁者間末梢血幹細胞採取施設として認定されました。 

〇奈良県立医科大学附属病院  

これにより末梢血幹細胞採取認定施設数は 115 施設となりました。ホームページでもご覧いただ

けます。 

◇HOME ＞ ドナー登録されている方へ ＞ 面談施設一覧 2 

2019 年 9月 13 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 
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ドナー助成制度、新たに 11 つの市町で導入 
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非血縁者間末梢血幹細胞採取施設の新規認定 

6

日

20 周年を迎えた舞台『友情～秋桜（コスモス）のバラード～』 

 
『友情～秋桜（コスモス）のバラード～』は、白血病の女子中学生とクラスメイトの友情を描い

た米国の実話に基づく演劇です。1999 年（平成 11 年）11 月 1 日東京での初演から、今年で 20 周年

を迎えます。8月 6日東京/深川公演を皮切りに、9月 12日（木）名古屋/安城公演から順次各地で上

演されています。9月 25日（水）～28日（土）は東京/渋谷公演が行われます（渋谷区文化総合セン

ター大和田伝承ホール）。会場ロビーでは骨髄バンクのブースを設置し、PR や募金活動を行わせて

いただいています。公演日程の詳細は下記のサイトをご覧ください。 

◇舞台『友情～秋桜（コスモス）のバラード～』 https://www.yu-jo.net/ 
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8

月 

当法人の会議等開催予定 

以下は、医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。 

コーディネート関係者のコーナー 

10 

 

ドナー確認検査報告書(問診・診察所見)の変更（通知） 

９ コーディネートにおけるタブレット端末使用開始のお知らせとご協力のお願い 

11 

 

【再掲】2019 年全国調査 本登録データ 提出期限のお知らせ ＜移植施設の方へ＞ 

ドナーコーディネート業務において、タブレット端末を用いた提供意思確認書および問診票の閲

覧を開始しました。これまでの紙媒体に代えて、タブレット端末で個人情報を取り扱うことでセ

キュリティーを強化します。すでに調整医師および関係施設長にはご案内済みですが、施設の関係

者の皆さまにおかれましても、当法人コーディネーターのタブレット端末使用にご理解、ご協力を

お願いいたします。 

6 月 10 日に日本造血細胞移植データセンター（JDCHCT）／日本造血細胞移植学会（JSHCT）より

発出された「2019 年 全国調査 本登録データ提出のお願い」の提出期限は 9 月 30 日（月）必着

となっています。期限まで１ヶ月を切りましたので、再度ご案内します。ご対応のほどよろしくお

願いいたします。 

 詳細は JDCHCTホームページをご確認ください。 http://www.jdchct.or.jp/ 

ドナー確認検査報告書(問診・診察所見)について、一部項目の追加と 2.既往疾患の項目が変更

となります。詳細は別紙をご確認ください。 

2019 年 9月 13 日 

発行：日本骨髄バンク事務局 

お問い合わせ：03-5280-8111 

傍聴をご希望の方は、事前に当法人総務部までお申し込みください（非公開除く）。 

会議名 公開・非公開 開催予定 

ドナー安全委員会 非公開  10月 20日（日）12時半～16時半 廣瀬第 2ビル地下会議室 

業務執行会議 公開・一部非公開 10月 21日（月）18時～20時 廣瀬第 2ビル地下会議室 

 


